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初
市
初
市

　

弘
果
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
、
弘
前
花
き
の

　

弘
果
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
、
弘
前
花
き
の

弘
果
グ
ル
ー
プ
３
市
場
で
１
月
５
日
、
令
和

弘
果
グ
ル
ー
プ
３
市
場
で
１
月
５
日
、
令
和

５
年
初
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
市
場
と
も
、

５
年
初
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
市
場
と
も
、

生
産
者
、
買
参
人
、
関
係
者
が
多
数
来
場
し

生
産
者
、
買
参
人
、
関
係
者
が
多
数
来
場
し

賑
わ
い
、
競
売
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
消

賑
わ
い
、
競
売
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
消

防
団
に
よ
る
纏
振
り
や
鏡
開
き
等
が
行
わ
れ
、

防
団
に
よ
る
纏
振
り
や
鏡
開
き
等
が
行
わ
れ
、

新
春
の
め
で
た
い
雰
囲
気
の
中
、
令
和
５
年

新
春
の
め
で
た
い
雰
囲
気
の
中
、
令
和
５
年

の
取
引
が
幕
開
け
し
ま
し
た
。

の
取
引
が
幕
開
け
し
ま
し
た
。

令 和 ５ 年令 和 ５ 年

弘果りんご初市競売の様子弘果りんご初市競売の様子

青

果

青

果

り
ん
ご

り
ん
ご

弘果青果初市競売の様子弘果青果初市競売の様子

津
軽
市
場

津
軽
市
場

弘
前
花
き

弘
前
花
き

り
ん
ご
無
冷
蔵
品
等

り
ん
ご
無
冷
蔵
品
等

早
期
出
荷
の
お
願
い

早
期
出
荷
の
お
願
い

　

弘
果
り
ん
ご
部
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
で

　

弘
果
り
ん
ご
部
、
津
軽
り
ん
ご
市
場
で

は
、初
市
後
か
ら
「
冷
蔵
品
」「
無
冷
蔵
品
」

は
、初
市
後
か
ら
「
冷
蔵
品
」「
無
冷
蔵
品
」

を
区
分
け
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

を
区
分
け
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
皆
様
へ
鮮
度
の
良
い
り
ん
ご

　

消
費
者
の
皆
様
へ
鮮
度
の
良
い
り
ん
ご

を
お
届
け
す
る
た
め
、
特
に
無
冷
蔵
品
は
、

を
お
届
け
す
る
た
め
、
特
に
無
冷
蔵
品
は
、

早
め
の
出
荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

早
め
の
出
荷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ゴ
ニ
ン
カ
ン
は
ゲ
ー
ム
の
性
質
上

　

ゴ
ニ
ン
カ
ン
は
ゲ
ー
ム
の
性
質
上
「
密
」

「
密
」
を
避
を
避

け
ら
れ
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

け
ら
れ
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
令
和
５
年
２
月
開
催
予
定
の
第

止
の
観
点
か
ら
、
令
和
５
年
２
月
開
催
予
定
の
第

1515
回
ゴ
ニ
ン
カ
ン
弘
果
カ
ッ
プ
の
中
止
が
決
定
い

回
ゴ
ニ
ン
カ
ン
弘
果
カ
ッ
プ
の
中
止
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

た
し
ま
し
た
。

ゴ
ニ
ン
カ
ン
弘
果
カ
ッ
プ

ゴ
ニ
ン
カ
ン
弘
果
カ
ッ
プ

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

津軽りんご市場初市競売の様子津軽りんご市場初市競売の様子

　

午
前
10
時
よ
り
行
わ
れ

た
初
市
で
は
、「
菊
」「
ユ

リ
」「
ラ
ン
」
な
ど
の
業

務
用
の
花
を
は
じ
め
、「
バ

ラ
」「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

等
の
切
り
花
類
等
が
入
荷

と
な
り
ま
し
た
。

　

成
田
和
雄
社
長
は
花
き

業
界
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
『
新

し
い
生
活
様
式
』
が
徐
々

に
構
築
さ
れ
、
花
き
業
界

弘前花き初市競売の様子弘前花き初市競売の様子

に
お
い
て
も
冠
婚
葬
祭
需

要
が
少
し
ず
つ
復
調
し
て

い
ま
す
が
、
全
体
的
に
需

要
の
落
ち
込
み
を
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
生
産
面
に

お
い
て
も
、
燃
料
、
資
材

価
格
の
高
騰
が
生
産
者
の

経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
業
界
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
多
々
あ
り

ま
す
が
、
安
定
供
給
を
持

続
し
、
消
費
を
定
着
さ
せ
、

拡
大
す
る
取
り
組
み
を
活

性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

野
菜
、
国
産
果
実
、
輸

入
果
実
の
初
市
が
午
前
６

時
30
分
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。　

　

県
内
野
菜
は
「
ほ
う
れ

ん
草
」「
小
松
菜
」「
春
菊
」

「
せ
り
」
等
の
葉
物
や
、「
生

椎
茸
」「
牛
蒡
」
等
、
県
外

野
菜
は
「
大
根
」「
白
菜
」

「
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
大
型
野
菜

や
葉
物
類
が
取
引
さ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
野
菜
の
主

産
地
で
の
順
調
な
生
育
か

ら
、
潤
沢
な
入
荷
と
な
り
、

供
給
過
多
で
荷
動
き
が
鈍

く
、
全
体
的
に
単
価
安
で

の
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
市
後
は
、
昨
年
12
月

下
旬
の
寒
波
や
前
進
出

荷
の
影
響
で
県
外
産
の

入
荷
数
量
が
減
少
し
ま

し
た
。
ま
た
県
内

産
は
、
少
雪
や
日

中
の
気
温
が
高
い

影
響
で
生
育
が
良

く
、
葉
物
を
中
心

に
順
調
な
入
荷
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
果
実
は「
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
」
と

「
田
舎
館
い
ち
ご
」

の
入
荷
、
県
外
果

実
は
栃
木
県
産「
い

ち
ご
」
中
心
の
入

荷
と
な
り
ま
し
た
。
栃
木

県
産
「
い
ち
ご
」
は
、
収

穫
期
に
お
い
て
低
温
の
影

響
で
着
色
が
遅
れ
、
数
量

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
市
後
は
、「
み
か
ん
」

が
各
産
地
の
前
進
出
荷
に

よ
り
、
静
岡
県
産
中
心
の

販
売
と
な
り
ま
し
た
。
中

旬
か
ら
は
、「
デ
コ
ポ
ン
」

を
は
じ
め
中
晩
柑
橘
類
の

入
荷
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
県
外
い
ち
ご
は
順
調

な
入
荷
か
ら
出
回
り
量
が

多
く
、
い
ち
ご
全
体
の
価

格
形
成
に
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。

　

輸
入
果
実
は
、「
バ
ナ

ナ
」「
オ
レ
ン
ジ
」「
パ
イ

ン
」「
キ
ウ
イ
」「
グ
レ
ー

プ
フ
ル
ー
ツ
」
が
中
心
の

取
引
と
な
り
ま
し
た
。
世

界
的
な
気
候
変
動
や
不
穏

な
国
際
情
勢
の
影
響
に
よ

り
、
産
地
で
の
生
産
コ
ス

ト
、
日
本
へ
の
輸
送
コ
ス

ト
の
上
昇
、
円
安
に
よ
る

影
響
で
値
上
が
り
傾
向
と

な
り
、
厳
し
い
販
売
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

午
前
８
時
00
分
よ
り
行

わ
れ
た
り
ん
ご
初
市
に

は
、１
万
６
９
２
８
箱
（
前

年
比
１
４
１
．
０
％
）
が

上
場
さ
れ
、
生
産
者
約

６
０
０
人
、
買
参
人
約

２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
の
競
売
で
は

「
サ
ン
ふ
じ
」
上
実
が
高

値
１
万
８
０
０
円
（
前

年
比
66
．
７
％
）、
中
値

６
４
８
０
円
（
同
80
．
０

％
）、
安
値
５
４
０
０
円

（
同
83
．
３
％
）
と
な
り
、

昨
年
の
堅
調
な
相
場
が
継

続
し
、
良
い
滑
り
出
し
と

な
り
ま
し
た
。

　

會
田
一
男
専
務
は
初
市

の
取
引
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
「
平
年
よ
り
も

や
や
高
め
の
価
格
で
取
引

さ
れ
、
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
中
華
圏
の
春
節
等

の
輸
出
需
要
が
一
段
落
し

ま
す
が
、
他
県
産
の
出
荷

が
終
盤
と
な
る
の
で
、
青

森
県
産
の
引
き
合
い
が
強

ま
り
ま
す
。
４
年
産
は
下

位
等
級
品
の
割
合
が
多
い

の
で
、
堅
調
な
相
場
維
持

に
向
け
、
品
質
管
理
の
徹

底
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
00
分
よ
り
行

わ
れ
た
津
軽
り
ん
ご
市
場

初
市
に
は
、
６
１
９
３
箱

（
前
年
比
１
１
０
．
９
％
）

が
上
場
さ
れ
、
生
産
者
約

５
０
０
名
、
買
参
人
約
80

名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
競
売
で
は

「
サ
ン
ふ
じ
」
上
実
が
高
値

１
万
８
０
０
円
（
同
66
．

７
％
）、
中
値
６
４
８
０

円
（
同
85
．
７
％
）、
安

値
５
４
０
０
円
（
同
90
．

９
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

對
馬
智
範
取
締
役
部
長

は
初
市
の
取
引
と
今
後
に

つ
い
て
「
平
年
を
上
回
る

ま
ず
ま
ず
の
取
引
と
な
り

ま
し
た
。
他
県
産
り
ん
ご

も
徐
々
に
切
り
上
が
っ
て

く
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

青
森
県
産
の
独
壇
場
と
な

り
ま
す
。
４
年
産
は
食
味

良
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
更
に
引

き
合
い
が
強
く
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た



ひ ろ か だ よ り （2）

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向

け
努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

か

ず

ほ

か

ず

ほ

工
藤
　
和
歩

工
藤
　
和
歩
さ
ん
さ
ん

（30）（30）

【
園
地
所
在
地
】　

田
舎
館
村
枝
川

【
家
族
構
成
（
同
居
）】　

両
親
、
妻
、

子
供
１
人
の
５
人
家
族

【
作
付
状
況
】　

と
ち
お
と
め
・
７
８
４

坪
（
ハ
ウ
ス
７
棟
）、ロ
イ
ヤ
ル
ク
イ
ー

ン
・
２
１
６
坪
（
ハ
ウ
ス
２
棟
）、
夏

秋
い
ち
ご・３
２
０
坪
（
ハ
ウ
ス
４
棟
）

【
就
農
年
】　
２
０
２
２
年
11
月

【
き
っ
か
け
】
い
ち
ご
栽
培
に
情

熱
を
持
っ
て
取
り
組
む
家
族
の
姿

を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
収
穫
等
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
農
業
に
興

味
を
抱
き
、高
校
は
農
業
経
営
科
、

弘前総合地方卸売市場内業務等の制限について（1/31現在）

入場者

競売

運送会社・
取引業者・
生産者・

一般のお客様

消毒・マスク着用（常時）

視察・見学

セリ人

買参人

消毒・検温・マスク着用（常時）

人数制限（競売1ヶ所につき1買参
人あたり1名のみの参加）

消毒・検温・マスク着用（常時）

消毒・検温・マスク着用（常時）
2週間前に申請・状況を勘案し判断

市場内業務等の制限は

状況に応じて更新されますので、

詳しくは HP をご確認ください

市場内業務等の制限は

状況に応じて更新されますので、

詳しくは HP をご確認ください 津軽市場

　

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会
と
津

軽
り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会
の
剪

定
勉
強
会
が
１
月
上
旬
、
各
地
区

の
６
会
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
高

品
質
な
り
ん
ご
生
産
に
向
け
た
剪

定
技
術
向
上
を
目
的
に
、
各
会
場

に
は
多
く
の
生
産
者
が
来
場
し
ま

し
た
。

大
学
は
農
業
系
の
生
物
資
源
学
部
に
進
み
ま
し

た
。
卒
業
後
は
青
森
に
戻
り
普
通
に
就
職
を
し

て
、
休
み
の
日
に
は
収
穫
、
選
果
等
、
家
業
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
家
業
を
手
伝
う
中

で
、
多
岐
に
渡
る
仕
事
を
こ
な
し
、
ま
た
「
田

舎
館
い
ち
ご
」
の
普
及
に
努
め
る
た
め
、
仲
間

達
と
協
力
、
切
磋
琢
磨
し
て
活
動
し
て
い
る
父

の
姿
を
見
て
い
ま
し
た
。
い
つ
し
か
自
分
も
そ

の
背
中
を
追
い
、
家
業
を
盛
り
立
て
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
た
だ
「
家
業
を
継
ぐ
」
と
い
う
安
易
な
気

持
ち
で
は
な
く
、
真
剣
に
、
そ
し
て
発
展
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
家
族

に
伝
え
、
話
し
合
い
ま
し
た
。
熱
意
が
伝
わ
っ

た
の
か
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
理
解
を
得
て
、
本

格
的
に
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】「
学
ぶ
こ
と
は
真
似
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
」と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、栽
培
管
理
、収
穫
、

選
果
、農
業
経
営
等
、父
の
や
り
方
を
踏
襲
し
、

師
匠
（
父
）
の
下
、
あ
る
意
味
「
修
行
」
に
励

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
所
属
し
て
い
る
「
田
舎

館
い
ち
ご
研
究
会
」
の
諸
先
輩
方
か
ら
、
こ
れ

ま
で
構
築
し
て
き
た
、
高
品
質
、
食
味
の
良
さ

に
こ
だ
わ
っ
た
「
田
舎
館
い
ち
ご
」
栽
培
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
惜
し
み
な
く
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
同
志
と
し
て
向
か
っ

て
行
く
方
向
は
同
じ
で
も
、
違
っ
た
観
点
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
と
て
も
参
考
に
な
り
、
ブ
ラ

ン
ド
を
維
持
、
発
展
し
て
い
く
た
め
肝
に
銘
じ

て
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
家
業
、そ
し
て
「
田
舎
館
い
ち
ご
」

を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
自
分
に
何
が

出
来
る
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
労
働
力
不

足
を
解
消
す
る
省
力
化
へ
の
取
り
組
み
、
新
た

な
品
種
へ
の
挑
戦
、
高
騰
す
る
燃
料
対
策
等
、

い
ち
ご
栽
培
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
取
り
組
み

続
け
る
こ
と
こ
そ
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
解

決
に
至
ら
ず
と
も
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

【
座
右
の
銘
】「
自
分
の
価
値
を
信
じ
て
人
生
前

に
進
み
続
け
ろ
！
」
映
画
「
ロ
ッ
キ
ー
・
ザ
・

フ
ァ
イ
ナ
ル
」
で
主
人
公
が
息
子
に
語
っ
た
言

葉
で
す
。
仕
事
に
置
き
換
え
る
と
、
ま
だ
経
験

や
培
っ
て
き
た
技
術
も
少
な
く
、「
自
分
の
価

値
」
を
見
出
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
価
値
を

構
築
し
て
い
く
た
め
に
日
々
の
仕
事
に
励
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
自
分

の
可
能
性
や
価
値
を
信
じ
て
、
人
生
を
切
り
拓

い
て
い
き
ま
す
。

　

当
社
が
販
売
契
約
を
し

て
い
る
「
ロ
イ
ヤ
ル
ク

イ
ー
ン
」
は
深
紅
の
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
と
称
さ
れ
る
大

粒
系
の
い
ち
ご
で
、
果
肉

は
中
心
近
く
ま
で
赤
く
、

新春剪定勉強会開催新春剪定勉強会開催

　

勉
強
会
で
は
、
講
師
が
樹
形
の
方

向
性
や
樹
勢
の
調
整
を
考
慮
し
な
が

ら
剪
定
を
実
演
。
参
加
者
は
「
剪
定

作
業
は
、
園
地
の
地
形
・
状
況
や
生

産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
り
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
難
し
い
で
す
が
、

経
験
豊
富
な
講
師
の
考
え
方
を
反
映

し
、
自
園
地
に
置
き
換
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
導
入
を
考

え
て
い
た
省
力
化
に
必
要
な
電
動
ノ

コ
ギ
リ
や
枝
切
ハ
サ
ミ
等
を
実
演
し

て
い
た
の
で
、
紙
広
告
や
ネ
ッ
ト
上

で
は
解
ら
な
い
使
用
感
を
体
感
で
き

た
こ
と
も
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

講師の実演と説明に耳を傾ける参加者講師の実演と説明に耳を傾ける参加者

青森県スキー選手権で躍動青森県スキー選手権で躍動

青
森
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
結
果

　

弘
果
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の
土
屋
正
恵
選
手
、
横
濵

汐
莉
選
手
が
、
大
鰐
町
で
行
わ

れ
た
青
森
県
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

１
月
１
月
1717
日
（
火
）

日
（
火
）

女
子
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技

女
子
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技  

成
年
Ｂ
１
位
（
総
合
１
位
）

成
年
Ｂ
１
位
（
総
合
１
位
）

　

土
屋　

　

土
屋　

1515
分分
2121
秒
９
秒
９

成
年
Ａ
１
位
（
総
合
４
位
）　

成
年
Ａ
１
位
（
総
合
４
位
）　

　

横
濵　

　

横
濵　

1818
分分
1919
秒
４
秒
４

 

１
月
１
月
1818
日
（
水
）

日
（
水
）

女
子
女
子
1010
㌔
フ
リ
ー
競
技

㌔
フ
リ
ー
競
技  

１
位　

土
屋　

１
位　

土
屋　

2828
分分
5555
秒
７
秒
７

　
１
月
17
日
の
５
㌔
ク
ラ
シ
カ

ル
競
技
で
は
、
横
濵
選
手
が
左

手
首
負
傷
の
影
響
で
、
ス
ト
ッ

ク
一
本
で
レ
ー
ス
に
臨
む
厳
し

い
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
実

績
充
分
な
両
選
手
が
躍
動
し
、

成
年
Ａ
は
横
濵
選
手
が
、
成
年

Ｂ
は
土
屋
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
頂

点
に
立
ち
ま
し
た
。
18
日
の
10 

㌔
フ
リ
ー
競
技
に
は
土
屋
選
手

が
出
場
、
２
位
に
５
分
の
大
差

を
つ
け
た
圧
巻
の
レ
ー
ス
で
、

２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
両
日
と
も
、
弘
果

か
ら
応
援
団
が
駆
け
付
け
ま
し

た
。
コ
ー
ス
脇
に
の
ぼ
り
旗
を

掲
げ
て
、
両
選
手
を
鼓
舞
し
、

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
瞬
間
に
、
歓

喜
の
拍
手
が
湧
き
上
が
り
ま
し

た
。

ストック１本で力走する横濵選手ストック１本で力走する横濵選手

他を圧倒した走りをみせた土屋選手他を圧倒した走りをみせた土屋選手

甘
く
、
香
り
高
く
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ

い
が
特
徴
で
す
。

　

田
舎
館
い
ち
ご
研

究
会
の
工
藤
弘
樹
さ

ん
は
「
ロ
イ
ヤ
ル
ク

イ
ー
ン
」に
着
目
し
、

２
棟
（
２
１
６
坪
）

の
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

12
月
下
旬
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
、
現
在

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
ハ

ウ
ス
で
は
、
工
藤
さ

ん
が
一
粒
一
粒
丁
寧

に
収
穫
を
行
い
、
選

果
、
パ
ッ
ク
詰
め
を

経
て
市
場
に
出
荷
さ

れ
ま
す
。

　

工
藤
さ
ん
は
「
中

ま
で
赤
い
の
で
見
栄

え
が
良
く
、色
、大
き
さ
、

食
味
も
申
し
分
な
く
、
将

来
性
が
あ
る
品
種
だ
と
思

い
ま
す
。
研
究
会
で
は
私

を
含
め
４
人
が
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
消

費
者
の
認
知
度
が
高
ま

り
、需
要
が
見
込
め
れ
ば
、

栽
培
者
が
増
え
、
栽
培
面

積
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ロ
イ
ヤ
ル
ク
イ
ー
ン
」

は
６
月
ま
で
収
穫
、
出
荷

さ
れ
ま
す
。

　
「
ロ
イ
ヤ
ル
ク
イ
ー
ン
」

の
栽
培
、
販
売
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
社

果
実
部
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

今が今が

「ロイヤルクイーン」を収穫する工藤さん「ロイヤルクイーン」を収穫する工藤さん


